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出題のねらい

これらは、大学院で平和研究を研究するにあたって基礎となる知識・論理的思考力を受験者が有しているかを判断する
設問である。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

解答例
問1．解答には，例として，次の記述が求められる。
ノルウェーの平和学者ヨハン・ガルトゥングは暴力を以下の三類型に分類。
直接的暴力：戦争、殺人、拷問など、加害者が明確な身体的・精神的損害を与える行為である。暴力を行使する主体、
暴力を行使される主体が明確である。
構造的暴力：教育機会の不平等、医療アクセスの格差など主体間の関係や構造を暴力の原因と考える。政治的抑圧、経
済的搾取、文化的疎外が挙げられる。構造的暴力は加害者を特定することができないため、暴力と認識されにくい。
文化的暴力：直接的暴力・構造的暴力の状態を正当化・助長する考え方である。宗教、法、イデオロギー、伝統、慣習
などが暴力を正当化する役割を果たす。

問2．解答には，例として，次の記述が求められる（例えば、国際刑事裁判所（ICC）を事例として取り上げた場合）。
2002年に設立されたICCは、国際人道法に基づき戦争犯罪や人道に対する罪を裁き、被害者の救済を図ることで国際社
会において国際法が遵守されることで、平和的な国際秩序の維持に貢献しようとするものである。これまでに、旧ユー
ゴスラヴィアやダルフール、コンゴ民主共和国での戦争犯罪に問われた個人を訴追し、少年兵、戦時性暴力などについ
て加害者の責任を追及してきた。ウクライナへのロシアによる侵攻、ガザへのイスラエルによる攻撃などは、紛争中か
ら捜査を行っている。また、被害者の救済も図っている。被害者はほぼすべての手続き段階で意見を表明することがで
き、被害救済の賠償命令も出されている。
しかし、ICCに米国、ロシア、中国、イスラエルといった軍事大国は未加盟であり、ICCの捜査・逮捕など実効すること
は困難である。容疑者を逮捕するのは加盟国がその命令を実行することに依存しており、主権国家の判断に左右され
る。重大な暴力行為、戦争犯罪が深刻化する中、ICCの資源は限られており、全ての案件に対応することは不可能であ
る。


